
副市長レビュー（春）協議事項調書 

 

1 部局名 

（課名） 
財務部 （財政課） 

2 協議事項 

（案件名） 
予算編成方法の変更について 

3 背景・現状 

（現状把握で

きる統計数

値など） 

・本市では平成 25 年度当初予算以降、全ての事業を点検・見直し、歳出

の重点化を図ることを目的に全件査定により予算を編成している。 

・地方創生、人口減少対策などに施策を総動員し、総合力で取り組んでい

くため、所管部区局の権限と責任のもと、財源を意識した施策を展開す

ることが必要である。 

4 検討経過・

課題 

・令和 7年 3月に公表した中期財政見通しにおいて、今後 10 年間で総額

1,077 億円の収支不足が生じる見込みである。 

・全庁的に収支不足対策が必要な状態であることから、限られた財源を各

部区局に配分する予算編成方法の検討を財政課において進めている。 

・政令指定都市では、一部採用を含め、20 市中 16 市が財源配分方式を  

採用している。 

5-1 方向性の 

提案 
(目指すべき姿) 

令和 8年度当初予算編成から「財源配分方式」を導入する 

【目的】 

 ・政策自由度の向上と財源確保の両立 

 ・事業の検証、選択、重点化、再構築等による収支不足の解消 

【効果】 

・歳出削減と歳入確保の明確なインセンティブ化 

・予算編成にかかる全庁的な事務量の軽減 

・ソフト事業費の抑制による投資的事業費の財源確保 

 

5-2 上記の方向

性決定に向

け議論する

事項 
(妥当性、必要

性、有効性など) 

〇財源配分方式の考え方について 

 

6 結果 

■提案どおり進める 

□サマーレビューで審議 

□提案内容を一部見直して進める 

□再度、調査研究等を行い検討 

□その他 

具体的内容 

 

7 その他  

 

経費区分 予算要求 内容 予算編成

個別算定経費 所要額
・財政状況に左右されるもの
・裁量の余地が少ないもの

１件査定

財源配分経費
財源配分額
の範囲内

・個別算定経費を除く全て 確認・調整


